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MaGCAP-V (4) -Upgrade for gravity data and shperoidal model
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１．はじめに
気象庁では火山活動監視のため，GPSや傾斜計等を用いた地殻変動観測，プロトン磁力計による全磁力繰り返し観測

を実施している．これらデータから，マグマ供給等に関連した圧力源や熱消磁域などの変動源を推定し，火山活動を総合
的に評価するための判断材料を提供するパーソナル・コンピュータ上で稼働する火山用地殻活動解析支援ソフトウェア
MaGCAP-Vが開発され（中禮ほか 2002，福井ほか 2005)，火山監視業務や研究に活用されている．

MaGCAP-Vは地殻変動のみならず地磁気データも同時に取り扱え（このため「地殻活動」という用語を用いている），
観測データとモデル計算結果を相互に比較しながら解析することが可能なソフトウェアとなっており，標高補正茂木モ
デル（福井ほか，2003)などによって簡略的に地形の影響を考慮するとともに，有限要素法計算結果データベースを用い
ることによって構造や地形の影響を考慮したモデル推定も可能となっている（福井ほか，2006）．
　 2009年度に，光波測距データ解析機能，干渉 SARデータ解析機能，地殻活動の時間変化の様子を解析するための

簡易版動的解析機能を追加した（福井ほか，2010）．2010年度には重力データ解析機能，楕円体変動源モデルを追加す
るとともに，高速化のための改良を施した．本講演では新たに追加した機能と干渉 SAR解析機能について紹介する．

２．重力データ解析機能
繰り返し精密重力測量などによって取得された火山地域における重力変化量は地磁気全磁力データと同じように取り扱う

ことができる．利用可能なモデルは球状圧力源モデルによって生じる重力変化を説明する萩原モデル（萩原，1977）,Okada
(1992)によるディスロケーションモデル，種々の形状の質量が移動した際に生じる重力変化．パラメータ推定，モデル
計算値の分布図表示，異なる観測種目を組み合わせたモデル推定など，他の観測種目と同様の機能が利用可能である．

３．楕円対熱源モデル
　近年，SAR干渉法あるいは稠密GPS観測により，地殻変動量の面的分布が取得されるようになった．このような地

殻変動データをモデリングするために，縦長，横長の楕円対にも適用可能な坂井ほか（2008）による楕円体圧力源モデ
ルを利用可能とした．
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